
林業・木材産業は、地域の基幹産業であり、国土の守り手です。
日本の森林・林業を豊かに発展させましょう。

外材依存政策を転換し、国産材の生産・加工・流通体制を整備する
◆公共建築や公共事業をはじめ、国産材住宅の拡大、木材バイオマスの推進など、国産材の利用を拡大します。
森林所有者に再造林できる原木価格を保障します。

◆生態系や環境保全に配慮した林道・作業道など生産基盤の整備、地域に密着した製材工場の支援をすすめま
す。

◆輸出国に有利なWTO体制を見直し、各国の森林・林業が成り立つ林産物貿易にすることを世界に提起します。

林業の担い手を育て、労働条件の改善をはかる
◆林業の担い手づくりは急務です。新規就労者の技術研修体制の確立や受け入れ事業体への支援など「緑の雇
用担い手対策事業」を拡充します。また、安心して働ける環境をつくります。

◆森林組合など林業事業体が、地域林業の中核的な担い手として積極的な役割がはたせるよう援助を強めます。

生活条件整備など総合的な山村振興をはかる
◆山菜・きのこや伝統工芸など関連加工業の振興や森林をいかしたレクリエーション施設、保健休養施設などを適
切に設置するなど、地域の働く場を増やします。

◆生活エリアに日常生活の諸施設を備えた「山の駅」（仮称）など、山村・過疎地域の生活条件を維持する拠点づく
りをすすめます。

国有林の経営を国民に役立つものに
◆国土面積の２割、森林面積の３割を占め、奥地山岳地帯や水源地帯に広く分布する国有林は、国民の財産で
す。「国民の共有財産」として実態を総点検し、技術者の育成確保をはかり、地域自治体・住民との連携、共同関
係を確立し、持続的な経営管理にとりくみます。
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地域経済と温暖化対策に不可欠な産業

財界・アメリカに
モノが言える党 日本共産党を伸ばしてください

林業・木材産業の
再生をはかる

　林業危機の根本原因は、歴代政府がアメリカ言いなりに林産
物の関税引下げや製材品の規格統一、大商社や大手住宅メー
カーなどの利益最優先で、木材・製材品の輸入拡大をすすめた

ことにあります。大企業やアメリカにモノが言えてこそ、外材依
存政策を転換することができます。

林業・木材産業の再生のために
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日本共産党



　各地の林業関係者から、「何とかしてほしい、このままでは林業はつぶ
れてしまう」と悲痛な声がよせられています。日本共産党は、林業を地域
経済と地球温暖化対策に不可欠な産業として、国政に位置づけていま
す。全国各地で林業・木材関係者の協力で、日本共産党主催の懇談会や
森林・林業シンポジウムにとりくんでいます。

日本共産党とともに
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豊かな森林づくりは国民共通の願い

森林組合長など林業再生へ熱く語る

県森林組合連合会が、各森林組合に
参加案内をだす

全国森林組合連合会の林会長が、
パネラーとして参加

木材市場役員や工務店なども
パネラーとして参加

高知県香美市 北海道旭川市 岡山県津山市

地域の声、林業・木材関係者の
声が届く政治を

　2009年11月、第26回全国森林組合大会で、日本共産党の志位
和夫委員長があいさつし、林会長とガッチリ握手しました。「共産党
とは世界が違うと思っていたが、素晴らしい挨拶」という感想が…。

志位委員長あいさつ
に大きな反響

　林業シンポは、「森林・林業にたいする認
識を深めることができた」などの感想がよせ
られています。森林はわが国の国土面積の3
分の2を占め、地球温暖化を防ぎ、国土や環
境の保全、水資源の涵養など国民生活に不
可欠な役割をはたしています。林業生産は、

地域の雇用を広げ豊かな森林をつくり、木材
関連産業など地域経済を支える重要な約割
をもっています。
　豊かな森林づくりは、国民共通の願いで
す。日本共産党は、みなさんと力をあわせ林
業・木材産業の再生にとりくみます。

参議院選挙は、２回の投票があ
ります。
●１回目＝選挙区の投票は候補
者名を書きます

●２回目＝比例代表の投票は政
党名（個人名でも投票できま
す）を書きます

制 度 解 説


